
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

令和６年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「『令和の幸手スタンダード授業５』と『個別最適な学びと協働的な 

学びの一体的な充実』を目指した取組事例」 

幸手市教育委員会  

令和の幸手スタンダード授業５ 
 

子供たちが未来・社会を切り拓くために、生きて働く「知識・技能」の習得、未知の状況

にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成、学びを人生や社会に生かそうとする

「学びに向かう力・人間性等」の涵養が求められています。 

このような資質・能力は、毎日の授業の中で意図した実践を繰り返しながら、義務教育の

中で育成していくことが必要です。 

そこで幸手市では、教職員の授業力向上に資するため、以下の資料を作成し、授業等で活

用するよう働きかけております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も、日々の授業等で、一人一台の学習者用端末の環境も活用しながら、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」を実現し、主体的・対話的で深い学びを推進し、「豊かな学びで未来

を拓く」教育を目指しています。 

令和の幸手スタンダード 

授業５ with GIGA 

言葉がけモデル 

令和の幸手スタンダード 

授業５ 

https://www.city.satte.lg.jp/material/files/group/41/reiwa_satte_standard5_with_giga.pdf
https://www.city.satte.lg.jp/material/files/group/41/reiwa_satte_standard5_with_giga.pdf
https://www.city.satte.lg.jp/material/files/group/41/reiwa_satte_kotobagake_model.pdf
https://www.city.satte.lg.jp/material/files/group/41/reiwa_satte_standard5.pdf
https://www.city.satte.lg.jp/material/files/group/41/reiwa_satte_standard5.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」を目指した取組事例 

 

 

○教科名 社会 

○単元名 小学校第６学年「明治の国づくりを進めた人々」 

○身に付けたい力  

・我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人物の働きや代表的な文化遺産などに

着目して、文化財や地図、年表などの資料で調べ、この頃の政治の仕組みや世の中の様子の

変化を考え、表現する力 

・我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めたことを理解できるように

するとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする力 

○取組の工夫 

・児童が教科書、資料集、インターネット検索といった多様な 

情報収集を自ら選択し、課題解決が図れるようにするとともに、 

得た情報を自身で整理しながらスライドにまとめていく活動を 

取り入れた。スライドはクラウド共有することで、瞬時に他者 

と共有できるようにした。 

・児童がデジタルポートフォリオを継続的に残していくことで、 

児童自身が学びを振り返り、次の学びに向かえるようにした。 

 

 

 

○教科名 外国語（英語） 

○単元名 中学校第２学年「Program４ High-Tech Nature」 

○身に付けたい力  

・比較級、最上級、同等比較の文構造を理解し、自分の考えや好きなものについて話す力 

・伝えたいことについてまとまりのある英文で適切な表現を用いて相手に尋ね、適切に応答す 

る力 

○取組の工夫 

・「幸手・教師のススメ１０か条（外国語指導編）」をもと 

に、子供たちの学びの姿を見取り、確かな力を育成する 

ことに重きを置いた授業を展開した。 

・学級の生徒数が 21 人という少人数指導の利点を生かし、 

ALT と協力しながら Program ごとに Retelling に取り 

組み、全員が全体の前で英語を使って発表できるように 

した。 

・自分の１番好きなものについて、最上級の用法を使い、 

工夫してペアの相手に伝えるという単元のゴールを設 

定することで、学習の個性化を図った。 

 

事例１ 

 

事例２ 

 


